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はじめに

本レポートは、日本国内のフリーランス市場の中でも特に IT フリーランスに焦点を当て、その市場動向を詳細に分析したものです。
経済産業省による「IT人材需給に関する調査」や内閣官房日本経済再生総合事務局の「フリーランス実態調査結果」といった公的調
査に加え、本調査では、500名を超えるITフリーランスおよび500社以上のITフリーランス活用企業の責任者への直接インタビュー
を実施し、現場の生の声と実態を深く掘り下げています。 

さらに、300社以上のITフリーランスエージェントを支援する当社運営の「フリーランススタート」（https://freelance-start.com/）で
提携する事業責任者から今後の市場展望に関する見解を収集し、多角的な視点から分析を行いました。 

この広範な調査を通じて、ITフリーランスとして活躍するデジタル人材、彼らを活用する企業、そしてフリーランスエージェントの市場
動向を明らかにし、関係者全ての皆様の事業活動の一助となることを心より願っています。

参考： IT人材需給に関する調査（https://www.meti.go.jp/policy/it_policy/jinzai/houkokusyo.pdf）
参考：令和４年就業構造基本調査 結果の要約（https://www.stat.go.jp/data/shugyou/2022/pdf/kall.pdf）
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ITフリーランスの市場規模について

本調査では令和４年就業構造基本調査結果をベースに、ITフリーランス事業を行う事業者とのインタビューや当社分析情報をもとに
情報通信業を本業とする人材に絞ったITフリーランス市場規模を算出をしております。
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＜ITフリーランスの市場規模予測＞
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ITフリーランスの市場規模について

2025 年におけるITフリーランスの市場規模は、1兆1,849億円に達すると予測されており、これは10年前の2015年（7,199億円）と比
較して約1.6倍の顕著な成長を示しています。この10年間は、企業のデジタルトランスフォーメーション（DX）推進や、SaaS企業をはじ
めとする新興IT企業の台頭がIT人材への高い需要を牽引してきました。特に2023年頃までは、新型コロナウイルス感染症の影響に
よるリモートワーク体制の急速な整備も相まって、企業のDX対応が加速し、フリーランスとして活動するIT人材は着実に拡大してき
ました。

しかし近年、ITエンジニアを取り巻く環境には新たな変化の兆しが見られます。米国のMicrosoftやSalesforceといったグローバル
リーダー企業でのエンジニア人員のレイオフや採用停止の動きが見られる一方で、創業わずか3年で企業価値が1.4兆円を超える
CursorやDevinのような開発支援AIの台頭が著しいです。これらの変化は、求められるIT人材の定義が再構築されつつあることを
示唆しています。このようなIT人材活用の再定義が進む中で、高度なスキルを持つデジタル人材のフリーランス化は一層加速すると
考えられます 。自身のスキルを最大限に活かせる活躍の場を自己選択する動きが強まる結果、デジタル人材におけるフリーランス比
率は2030年には15.3％を超え、市場規模は1兆3,619億円に到達すると予測されています。
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ITフリーランスの動向

IT人材のフリーランス化が加速する中で、本調査では約500名のITフリーランスにご協力いただき、その実態を詳細に調査しました 。
案件探しの手法から収入の変化に至るまで、現在の ITフリーランスの多様な動向を整理しています。
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＜ITフリーランスの人口予測＞
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ITフリーランスの主な職種

ITフリーランスとして最も回答が多かった職種は、システムエンジニア（SE）で25.2%を占めました 。次いでWebディレクターが 12.4% 、
プログラマーが12.2% となっており、多岐にわたるIT専門職がフリーランスとして活躍していることが明確に示されています。 

※株式会社マクロミルによる調査結果
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＜あなたの主な専門職種を教えてください。＞
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案件獲得の手法 

ITフリーランスが案件獲得に用いた方法で最も多かったのは、知人紹介（45.6%）でした。これは、個人のネットワークや信頼関係が依
然として重要な役割を果たしていることを示唆しています。次いで、ご自身での営業活動（26.6%）、フリーランスエージェント
（23.5%）が続きます。この結果から、人脈や個人の営業努力に加え、専門の仲介サービスも案件獲得において重要なチャネルとなっ
ていることが分かります。 

0％

知人紹介 

ご自身での営業活動 

フリーランスエージェント  

前職の取引先

HP 
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収入の増減  

フリーランスエンジニアとして働き始める以前と比較して、「変化なし」と回答した人が56.5%と半数以上を占めました。
一方で、31.5%が「収入が増加した」と回答しており、フリーランスとして収入アップを実現している層も一定数存在すること
が明らかになりました。このことは、フリーランスという働き方が、自身のスキルや経験次第で収入向上に繋がる可能性を秘
めていることを示しています。  

収入が増加した

変化なし

収入が減少した　　　

収入が増加した
31.5%

変化なし
56.5%

収入が減少した
12%
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就業先・案件を選ぶ際の基準   

就業先や案件を選ぶ際の基準で最も重視されているのは、「報酬が良い」（45.2%）でした。これは、フリーランスにとって経済
的な側面が最も重要な要素であることを明確に示しています。次いで「人間関係のストレスがない」（31.8%）、「自らの知見や
スキルを発揮できる」（24.9%）が上位に挙がっています。この結果から、収入面だけでなく、良好な職場環境や自身のスキル
を最大限に活かせる案件であるかどうかも、フリーランスが就業先を選択する上で重要な要素であることが分かります。   

0％
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フリーランスを選んだ理由 

フリーランスを選んだ理由として最も多かったのは、「自分の希望の時間帯で仕事をしたいため」（44.9%）でした。次いで「自分
の希望の場所で仕事をしたいため」（34.4%）、「自分の希望の仕事量で仕事をしたいため」（32.8%）が続きます。これらの結果は、
柔軟な働き方を求めてフリーランスという道を選択する人が多数を占めていることを明確に示しています。収入増加を目的とす
る回答も26.2%と一定数存在しており、収入向上もフリーランスを選択する重要な動機の一つであることが伺えます。
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ITフリーランスを活用する企業動向 

本調査では、実際にITフリーランス人材を導入している企業の部門責任者へのインタビューを実施し、企業におけるITフリーランス活
用の実態を分析しました。調査結果からは、企業におけるITフ リーランス人材の活用が急速に拡大していることが明らかになり、その
背景には依然として深刻なIT人材不足が続いている現状があることがわかりました。特に、システム開発、クラウドインフラ、セキュ
リティといった分野では、専門スキルを持つ人材の確保手段としてフリーランスの活用が進んでいます。

また、これまでフリーランスを活用してこなかった企業が新たに導入を始めるケースも多く見られました。こうした企業にとっては、特
定スキルを持つ人材を短期間で確保できる点や、正社員採用に比べて柔軟かつスピーディに体制を構築できる点が大きなメリットと
されており、開発スピードを維持しながら、必要なタイミングで必要なスキルを投入できる点が高く評価されていることがわかりました。

インタビューの内容として、「社内にない技術を迅速に取り入れる手段として非常に有効である」「コア業務とスポット業務の役割分担
を明確にすることで、社内エンジニアの負担軽減につながっている」といった声が多数寄せられました。これにより、正社員エンジニ
アがより戦略的な業務に集中できる環境が整い、生産性や技術革新力の向上にも寄与していると考えられます。
今後は、フリーランス人材との協業を前提としたプロジェクト運営や、高度な専門性を有する個人とのネットワーク構築を進める企業
がさらに増加すると見込まれます。単なるリソース補完の手段を超えて、企業とフリーランスが対等なパートナーとして共創していく時
代が到来していることを、本調査は示唆しています。
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ITフリーランス人材の活用状況  

企業の約6割が「今後（も）活用は増やしたい」（59.8%）と回答しており 、ITフリーランス人材の活用に対する企業の高い意欲
が伺えます。現状維持を望む企業も34.2%と多く 、全体の9割以上の企業が ITフリーランスの活用に非常に前向きであること
が明らかになりました。このデータは、ITフリーランスが企業の人材戦略において不可欠な存在になりつつあることを示しています。   
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現状を維持していきたい 

今後（は）減らしていきたい

活用をやめたい
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ITフリーランス人材の活用満足度   

ITフリーランス人材の活用満足度については、「満足している」（30.3%）と「やや満足している」（46.8%）を合わせると、
77.1%の企業が満足していると回答しています。これは、ITフリーランス人材が企業の多様な課題解決に大きく貢献している
ことを強く示唆しており、企業側がその専門性と柔軟な働き方に高い評価を与えていることが分かります。 
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ITフリーランスの活用目的    

ITフリーランスの活用目的として最も多かったのは、「特定の開発スキルを持ったエンジニアが見つかったため」（52.0%）で
した。これは、企業が特定の専門スキルを持つ人材を迅速に確保したいという強いニーズを持っていることを示しています。
次いで「特定の業界経験を持ったエンジニアが見つかったため」（37.5%）、「正社員での採用がうまくいかないため」
（33.2%）が続きます。この結果から、専門性の高い人材の確保や、正社員採用の難しさが、企業がITフリーランスを活用する
上で大きな推進要因となっていることが分かります。 

0％

特定の開発スキルを持ったエンジニアが見つかったため

特定の業界経験を持ったエンジニアが見つかったため

正社員での採用がうまくいかないため

一時的な開発リソース不足の解消のため

慢性的な開発リソース不足の解消のため
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採用・活用・発注しているITフリーランスの職種     

企業が採用・活用・発注しているITフリーランスの具体的な職種として、最も多かったのはクラウドエンジニア（41.2%）でした。
次いでエンジニアリングマネージャー（39.6%）、ITコンサルタント（34.8%）、システムエンジニア（SE）（34.4%）、PdM(プロ
ダクトマネージャー)（33.8%）など、非常に幅広い職種でITフリーランスが活用されていることが明らかになりました。これは、
企業が多様なニーズに対応するために、専門性の高いフリーランス人材を積極的に活用している現状を反映しています。 

0％

クラウドエンジニア 

エンジニアリングマネージャー 

ITコンサルタント

システムエンジニア(SE)

PdM(プロダクトマネージャー)

41.2％

39.6％

34.8％

34.4％

33.8％

20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 割合（％）
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本調査ではIT領域におけるフリーランスエージェント市場の規模を算出しています。ITフリーランス全体におけるエージェントの活用率をベー
スに、実際にフリーランスエージェント事業を行う事業者へのインタビューにより今後の成長予測を含めた市場規模推移を算出しています。

ITフリーランスエージェント市場規模推移 
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＜ITフリーランスエージェント市場規模推移予測＞
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ITフリーランスエージェント事業者見解 

ITフリーランスと企業を仲介するフリーランスエージェント事業を行う企業数は増加傾向にあり、企業の豊富なIT人材需要と
IT人材のフリーランス化を希望する人材の増加に伴い、市場は着実に拡大しています。

2015年には787億円だった市場規模は、2025年には3,063億円に到達すると見られています。
さらに、2030年には4,579億円の市場規模となると予測されており、今後もITフリーランス人材におけるフリーランスエージェ
ントの役割はますます拡大していくと見込まれます。

この成長は、フリーランスと企業の双方にとって、エージェントが効率的なマッチングと円滑な契約締結を支援する不可欠な
存在となっていることを示しています。 

23



ITフリーランスエージェント事業者見解 
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 企業名  株式会社サーキュレーション 

本調査レポートが示すITフリーランス市場の力強い成長と、企業の専門スキルへの高い需要は、10年前のFLEXY立ち上げ時に描いていた未来が現実になっ
ていると強く感じました。私たちはこの動向を捉え、企業の高まる専門課題に対し、即戦力となるプロ人材との高精度なマッチングを一層強化し、同時に多様
な働き方を支援する案件拡充や、プロ同士が学び合い刺激を受け合うコミュニティの活性化にも注力します。企業のDX推進と個人の柔軟な働き方を繋ぎ、“な
じませる“ことで、日本のIT産業のさらなる発展に貢献してまいります。

コメント  執行役員 FLEXY担当　柳田 直人氏        

 企業名  ファインディ株式会社　　 

Findy Freelanceはこれまで、トレンドの移り変わりが速いスタートアップ市場を中心に、ユーザー様と企業様のマッチングを行ってきました。フロントエンド
のフレームワークやバックエンドの開発言語の変化を経ても需要は拡大を続け、5年間で稼働人数は10倍以上に拡大しております。昨今の生成AI普及もその
一つと捉えており、求められるスキルは変わってもフリーランスエンジニア市場の成長は続くと見ております。今後も社会・技術の変化をいち早く捉え、ユーザー
様の活躍機会の拡大及び企業様の事業・組織成長に貢献してまいります。

コメント  フリーランス事業部 事業部長　田頭 一真氏

 企業名  INTLOOP株式会社    

高度人材不足による採用難を背景に、ITフリーランス市場は拡大を続けています。今後も需要は増加が見込まれる一方で、より上流に対応できるエキスパー
トや、幅広い知見を持つジェネラリストが、AIとの共創を通じて高生産性を実現し、需要に応えていく形へ進化していくと想定しています。エージェントには
単なるマッチングに留まらず、キャリア形成支援や学習機会の提供を通じて人材価値を高める役割が求められていると考えており、当社も仕組みづくりに注
力しています。

コメント  広報事務局　木村 凪見氏



 企業名  株式会社 Branding Engineer
               （株式会社 TWOSTONE&Sons グループ） 

IT人材不足問題やコロナ禍を契機とし、企業においてITフリーランスの活用という選択肢が徐々に浸透し、また人材側も働き方改革や昨今の日本国内のイン
フレ加速などにより、フリーランス転身へのハードルも低くなってきています。今後は、企業においても生成AIを前提としたシステム・サービス開発ニーズが
高まるとともに、ITフリーランスもより高いスキルが求められると考えています。その中で、エージェントの使命は、エンジニアや企業に対してより"長期的な目
線での成長"を促せる支援が必要になると捉えております。

コメント  代表取締役CEO　大島 孝之氏
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ITフリーランスエージェント事業者見解 

 企業名  ROSCA株式会社   　　 

ITフリーランスエージェントは、ITフリーランス人口の増加に伴い、成長市場に目を向けたスタートアップ～大手企業が参入してきました。その数はここ数年で
劇的に増加し、その特色も「還元型」「直接契約型」「高単価・ハイレイヤー特化」等多岐にわたります。今後は、「AIによるマッチング」「AIスキル特化」の
AI関連のエージェントが増え、更にエージェントの数とバリエーションは増えていくと予想されます。

コメント  取締役COO シームレスキャリア事業部 副事業部長
             兼 ROSCAconsulting事業部 事業部長　鈴木 昂志氏        
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まとめ

本レポートでは、IT人材領域におけるフリーランス市場、そしてその主要なプレイヤーであるフリーランスエージェントに焦点を当て、
詳細な市場分析を行いました 。本調査にご協力いただいたITフリーランスの皆様、彼らを受け入れている企業の皆様、そしてフリー
ランスエージェントの皆様には改めて深く感謝申し上げます。 

IT人材の活用というテーマは、生成AIの登場など、現在大きな変革期を迎えていますが、今後も継続的にフリーランス人材の需要は
高まると予測しています。拡大する市場の中で、今後の動向をどのように分析し、対応していくかは極めて重要です。

当社としても、引き続き市場分析を継続していくとともに、フリーランスエージェント事業を行う事業者と密接に連携し、業界の健全
な発展に向けてより良いサービスの向上とマーケットの明確な定義に貢献できるよう努めていきたいと考えています。

本レポートが、皆様の事業活動における意思決定の一助となれば幸いです。 
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調査要領

 調査期間　2025/6/12 ～ 2025/6/14　　　調査方法　マクロミル社によるネットリサーチ　　　有効回答数　515 名
 調査対象　ITエンジニアのフリーランサー ※①②を同時に満たす方
※①フリーランス・個人事業主・自営業で働いている方　 ※②職種が以下のいずれかで働いている方 

PdM(プロダクトマネージャー ) /エンジニアリングマネージャー/ VPoE /クラウドエンジニア / バックエンドエンジニア /アプリエンジニア /
CRE(Customer Reliability Engineer) / SRE / ITコンサルタント/ネットワークエンジニア / iOSエンジニア /データサイエンティスト/
汎用機エンジニア /フロントエンドエンジニア / AI エンジニア (人工知能 ) / PM(プロジェクトマネージャー ) /インフラエンジニア /
機械学習エンジニア / Android エンジニア / PMO /サーバーエンジニア /ブロックチェーンエンジニア /社内SE / Webディレクター/
データベースエンジニア /テスター・デバッガー・QA / セキュリティエンジニア /テクニカルサポート/プログラマー/システムエンジニア (SE)
 

 調査期間　2025/6/12 ～ 2025/6/14　　　調査方法　マクロミル社によるネットリサーチ　　　有効回答数　515 名
 調査対象　ITフリーランスを活用している企業に所属し、ITフリーランス活用の採用・導入・判断意志決定者

調査対象

ITフリーランスの動向

 ITフリーランスを活用する企業動向
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調査協力企業

 企業名  

サービスURL  
サービス名  

INTLOOP株式会社     

ハイパフォーマーコンサルタント
https://www.high-performer.jp/consultant/

会社HP  https://www.intloop.com/

 企業名  

サービスURL  
サービス名  

ギークス株式会社

GEECHS JOB
https://geechs-job.com/

会社HP  https://geechs.com/

 企業名  

サービスURL  
サービス名  

株式会社クラウドワークス

クラウドワークス テック
https://tech.crowdworks.jp/

会社HP  https://crowdworks.co.jp/     

 企業名  

サービスURL  
サービス名  

株式会社サーキュレーション

FLEXY
https://flxy.jp/

会社HP  https://circu.co.jp/

 企業名  

サービスURL  
サービス名  

株式会社テックビズ

TECHBIZ
https://freelance.techbiz.com/

会社HP  https://techbiz.com/

 企業名  

サービスURL  
サービス名  

株式会社PE-BANK

Pe-BANK フリーランス
https://pe-bank.jp/

会社HP  https://pe-bank.co.jp/

 企業名  

サービスURL  
サービス名  

ファインディ株式会社

Findy Freelance
https://freelance.findy-code.io/

会社HP  https://findy.co.jp/

 企業名  

サービスURL  
サービス名  

株式会社 Branding Engineer

Midworks
https://mid-works.com/

会社HP  https://b-engineer.co.jp/

 企業名  

サービスURL  
サービス名  

ROSCA株式会社

ROSCA freelance
https://freelance.rosca.jp/

会社HP  https://rosca.jp/

 社名  ITフリーランス支援機構
HP  https://aitf.or.jp/
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